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第
１
回
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入
門
研
修
会

　
団
塊
の
世
代
が
全
て
75
歳
以
上
と
な

る
2
0
2
5
年
に
は
、
高
齢
化
率
が

30
％
を
超
え
、
福
祉
ニ
ー
ズ
が
増
大

し
、
介
護
職
員
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

じ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
30
年
５
月
、

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
2
0
1
8
〜
2
0
2
0
年
度
）
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
等
に
基
づ
き
、

都
道
府
県
が
推
計
し
た
介
護
人
材
の
需

要
に
つ
い
て
、
2
0
2
0
年
度
末
に
は

約
2
1
6
万
人
、
2
0
2
5
年
に
は
約

2
4
5
万
人
と
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
2
0
1
6
年
度
末
の

約
1
9
0
万
人
に
加
え
、
年
間
６
万
人

ほ
ど
の
介
護
人
材
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
10
月
、
社
会
保
障
審
議
会

福
祉
部
会
福
祉
人
材
確
保
専
門
委
員
会

で
は
、「
介
護
人
材
に
求
め
ら
れ
る
機

能
の
明
確
化
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
実
現

に
向
け
て
」
に
お
い
て
、
介
護
人
材
の

確
保
の
た
め
、「
介
護
未
経
験
者
を
含

む
介
護
人
材
の
す
そ
野
を
拡
げ
る
と
と

も
に
、
介
護
分
野
で
の
定
着
を
促
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
ま
た
、

介
護
人
材
の
す
そ
野
の
拡
大
の
た
め
に

は
、「
介
護
分
野
へ
の
参
入
の
き
っ
か

け
作
り
」
と
し
て
「
介
護
職
員
初
任
者

研
修
よ
り
も
受
講
し
や
す
い
入
門
的
研

修
の
導
入
が
必
要
」
で
あ
る
と
報
告
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
で

は
、「
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
の

実
施
に
つ
い
て
」（
平
成
30
年
３
月
30

日
　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉

基
盤
課
長
通
知
）
を
発
出
し
、
介
護
分

野
へ
の
介
護
未
経
験
者
の
参
入
を
促
進

※
 

介
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人
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マ
ッ
チ
ン
グ

　
　支
援
事
業

　
平
成
21
年
度
か
ら
継
続
し
て
い

る
国
の
事
業
。
県
内
６
か
所
に

キ
ャ
リ
ア
支
援
員
７
名
を
配
置

し
、
介
護
人
材
の
掘
り
起
こ
し
と

就
労
支
援
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
を
目

的
に
、
個
々
の
求
職
者
に
ふ
さ
わ

し
い
職
場
の
開
拓
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
向
け
た
指
導
・
助

言
等
の
事
業
を
実
施

　
本
年
度
は
、「
介
護
入
門
研
修
」
を
２
回
開
催
す
る
と

と
も
に
、
受
講
者
に
介
護
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
へ
の

参
加
を
促
し
、
介
護
分
野
へ
の
就
職
希
望
者
へ
の
就
労

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
第
１
回
の
研
修
会
が
、
９
月
12
日
に
開
講

し
、
介
護
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
介
護
の
仕
事
未
経
験

の
方
（
定
年
に
よ
り
退
職
を
予
定
し
て
い
る
方
、
子
育

て
が
一
段
落
し
た
方
、
介
護
の
仕
事
を
検
討
し
て
い
る

方
等
）
を
対
象
に
、
３
週
に
わ
た
り
、
３
日
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
際
に
介
護
業
界
で
働
い
て
い
る
方（
岩
手
県
介
護
福

祉
士
会
会
員
）
を
講
師
に
迎
え
、
高
齢
社
会
の
現
状
、

介
護
の
問
題
、
介
護
保
険
制
度
の
概
要
等
の「
介
護
に
関

す
る
基
礎
知
識
」、
介
護
に
お
け
る
体
の
動
か
し
方
、
介

護
予
防
の
重
要
性
等
の
「
介
護
の
基
本
の
ほ
か
」、
認
知

症
や
障
が
い
の
理
解
、
ケ
ア
に
向
か
う
姿
勢
、
介
護
の

理
念
、
人
権
と
尊
厳
の
保
持
、
高
齢
者

の
自
立
支
援
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
な

ど
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
受
講
者
は
、
具
体
的
な
事
例
も
交
え

た
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
人
の

自
己
決
定
を
尊
重
し
思
い
に
寄
り
添
う

こ
と
、
そ
の
人
が
歩
ん
で
き
た
道
の
り

を
理
解
し
高
齢
期
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
な
ど
、
介
護
に
向
か
う
姿
勢
を
学
び

ま
し
た
。

　
演
習
で
は
、
見
え
に
く
い
ゴ
ー
グ
ル

や
聞
こ
え
に
く
い
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着

し
、
手
足
に
重
り
を
つ
け
た
状
態
で
、

視
力
・
聴
力
・
筋
力
の
低
下
に
よ
り
多

く
の
感
覚
が
衰
え
る
高
齢
者
の
状
況
を

体
感
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
日
常
的
な

す
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
方
が
介
護
を

知
る
機
会
と
す
る
と
と
も
に
、
介
護
分

野
で
働
く
際
の
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ

う
、
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
の
実

施
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
介
護
人
材
確
保
へ
の
取
組

は
、
国
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
岩
手
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
無
料

職
業
紹
介
事
業
実
績
（
表
１
）
を
見
る

と
、
新
規
求
人
数
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
新
規
求
職
者
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
有
効
求
人
倍
率
（
平
均
）
は
４

倍
を
超
え
、
全
国
同
様
に
人
材
確
保
が

難
し
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業※

の
本
年
９
月
の
実
施
状
況
報
告
（
表

２
）で
は
、
介
護
職
の
経
験
が
な
い
求

職
登
録
者
は
1
6
4
人
で
、
登
録
者
全

体
の
約
７
割
と
多
く
、
異
業
種
に
就
業

中
で
介
護
業
界
へ
の
転
職
を
希
望
し
て

い
る
求
職
者
は
11
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
本

県
に
お
い
て
も
、
介
護
未
経
験
で
介
護

業
界
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
方
の
介
護
分

野
へ
の
参
入
を
促
進
し
、
就
労
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
、
新
た
な
介
護
人
材
の
確

保
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
県
で
は
、
昨
年
度
か
ら

「
介
護
入
門
研
修
」
（
主
催
：
岩
手

県
、
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
岩
手

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）
を
開
始
し
、

昨
年
度
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た

受
講
者
15
名
の
う
ち
、
４
名
が
介
護
分

野
へ
の
就
労
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（表１）岩手県福祉人材センター・無料職業紹介事業実績の推移

新規求人数（累計）

新規求職者数（累計）

有効求人数（平均）

有効求職者数（平均）

有効求人倍率（平均）

26年度

5,331人

1,205人

1,249人

333人

3.80

27年度

5,035人

1,041人

1,182人

266人

4.55

28年度

4,947人

1,010人

1,171人

272人

4.35

29年度

4,569人

1,135人

1,077人

304人

3.54

30年度

4,833人

1,064人

1,156人

275人

4.23

（表２）介護人材マッチング支援事業・令和元年９月の求職者の状況

63人 164人 11人 38人 8人 29人 7人 3人

介護経験
あり

介護経験
なし

異業種からの
転職希望

同業種からの
転職希望

事業所の処遇や
勤務内容
への不満

自身のキャリア
アップの
ため

介護業界
への興味 その他

失業中

求職者数

就業中 就業中の方で転職を希望する理由

（厚生労働省「第７期介護保険事業計画に基づく介護人材の必要数について（平成30年５月21日）」別紙１より）

行
動
が
難
し
い
こ
と
の
理
解
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
車
イ
ス
や
視
覚
障
が
い

者
へ
の
食
事
介
助
法
の
体
験
、
え
ん
下

障
が
い
の
理
解
と
緊
急
時
の
対
処
法
、

ベ
ッ
ド
と
車
イ
ス
を
使
っ
た
移
乗
・
体

位
変
換
の
講
習
を
受
け
、「
基
本
的
な

介
護
の
方
法
」
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
実
際
に
家
族
の

介
護
を
し
て
お
り
介
護
技
術
の
勉
強
が

役
立
っ
た
」「
受
講
内
容
が
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」「
今
度
は
介
護
職
員
初

任
者
研
修
を
受
講
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

介
護
人
材
確
保
の
取
組

〜
介
護
未
経
験
者
の
介
護
分
野
へ
の
参
入
を
促
進
〜

介
護
人
材
確
保
の
取
組

〜
介
護
未
経
験
者
の
介
護
分
野
へ
の
参
入
を
促
進
〜
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い
に
寄
り
添
う

こ
と
、
そ
の
人
が
歩
ん
で
き
た
道
の
り

を
理
解
し
高
齢
期
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
な
ど
、
介
護
に
向
か
う
姿
勢
を
学
び

ま
し
た
。

　
演
習
で
は
、
見
え
に
く
い
ゴ
ー
グ
ル

や
聞
こ
え
に
く
い
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着

し
、
手
足
に
重
り
を
つ
け
た
状
態
で
、

視
力
・
聴
力
・
筋
力
の
低
下
に
よ
り
多

く
の
感
覚
が
衰
え
る
高
齢
者
の
状
況
を

体
感
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
日
常
的
な

す
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
方
が
介
護
を

知
る
機
会
と
す
る
と
と
も
に
、
介
護
分

野
で
働
く
際
の
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ

う
、
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
の
実

施
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
介
護
人
材
確
保
へ
の
取
組

は
、
国
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
岩
手
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
無
料

職
業
紹
介
事
業
実
績
（
表
１
）
を
見
る

と
、
新
規
求
人
数
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
新
規
求
職
者
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
有
効
求
人
倍
率
（
平
均
）
は
４

倍
を
超
え
、
全
国
同
様
に
人
材
確
保
が

難
し
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業※

の
本
年
９
月
の
実
施
状
況
報
告
（
表

２
）で
は
、
介
護
職
の
経
験
が
な
い
求

職
登
録
者
は
1
6
4
人
で
、
登
録
者
全

体
の
約
７
割
と
多
く
、
異
業
種
に
就
業

中
で
介
護
業
界
へ
の
転
職
を
希
望
し
て

い
る
求
職
者
は
11
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
本

県
に
お
い
て
も
、
介
護
未
経
験
で
介
護

業
界
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
方
の
介
護
分

野
へ
の
参
入
を
促
進
し
、
就
労
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
、
新
た
な
介
護
人
材
の
確

保
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
県
で
は
、
昨
年
度
か
ら

「
介
護
入
門
研
修
」
（
主
催
：
岩
手

県
、
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
岩
手

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）
を
開
始
し
、

昨
年
度
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た

受
講
者
15
名
の
う
ち
、
４
名
が
介
護
分

野
へ
の
就
労
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（表１）岩手県福祉人材センター・無料職業紹介事業実績の推移

新規求人数（累計）

新規求職者数（累計）

有効求人数（平均）

有効求職者数（平均）

有効求人倍率（平均）

26年度

5,331人

1,205人

1,249人

333人

3.80

27年度

5,035人

1,041人

1,182人

266人

4.55

28年度

4,947人

1,010人

1,171人

272人

4.35

29年度

4,569人

1,135人

1,077人

304人

3.54

30年度

4,833人

1,064人

1,156人

275人

4.23

（表２）介護人材マッチング支援事業・令和元年９月の求職者の状況

63人 164人 11人 38人 8人 29人 7人 3人

介護経験
あり

介護経験
なし

異業種からの
転職希望

同業種からの
転職希望

事業所の処遇や
勤務内容
への不満

自身のキャリア
アップの
ため

介護業界
への興味 その他

失業中

求職者数

就業中 就業中の方で転職を希望する理由

（厚生労働省「第７期介護保険事業計画に基づく介護人材の必要数について（平成30年５月21日）」別紙１より）

行
動
が
難
し
い
こ
と
の
理
解
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
車
イ
ス
や
視
覚
障
が
い

者
へ
の
食
事
介
助
法
の
体
験
、
え
ん
下

障
が
い
の
理
解
と
緊
急
時
の
対
処
法
、

ベ
ッ
ド
と
車
イ
ス
を
使
っ
た
移
乗
・
体

位
変
換
の
講
習
を
受
け
、「
基
本
的
な

介
護
の
方
法
」
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
実
際
に
家
族
の

介
護
を
し
て
お
り
介
護
技
術
の
勉
強
が

役
立
っ
た
」「
受
講
内
容
が
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」「
今
度
は
介
護
職
員
初

任
者
研
修
を
受
講
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

介
護
人
材
確
保
の
取
組

〜
介
護
未
経
験
者
の
介
護
分
野
へ
の
参
入
を
促
進
〜

介
護
人
材
確
保
の
取
組

〜
介
護
未
経
験
者
の
介
護
分
野
へ
の
参
入
を
促
進
〜

特 集
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「
介
護
の
職
場
見
学
会
」魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

　
９
月
30
日
に
、
入
門
研
修
受
講
者
な

ど
、
岩
手
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
未

登
録
で
介
護
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

や
、
就
労
を
希
望
し
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
介
護
の
職
場
見
学
会
（
バ
ス
ツ

ア
ー
）
が
、
盛
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
見
学
会
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
な
み
ず
き
（
盛
岡
市
南
仙
北
／
社

会
福
祉
法
人
い
わ
て
共
同
福
祉
会
）
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
浅
岸
和
敬
荘

（
盛
岡
市
浅
岸
／
社
会
福
祉
法
人
岩
手

和
敬
会
）
の
２
施
設
を
訪
問
。
そ
れ
ぞ

れ
施
設
の
方
か
ら
、
施
設
の
特
徴
、
職

員
の
雇
用
形
態
、
業
務
内
容
、
働
き
方

（
正
規
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
別
、
働
く

曜
日
や
時
間
帯
等
シ
フ
ト
）
の
選
択
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
複
数
班

に
分
か
れ
て
施
設
内
を
見
学
し
ま
し

た
。

　「
は
な
み
ず
き
」
は
、
自
分
た
ち
が

欲
し
い
施
設
を
作
ろ
う
と
い
う
住
民
参

加
の
運
動
に
よ
り
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
4
，7
0
0
件
を
超
え
る
寄
付
に

よ
り
作
ら
れ
た
施
設
で
、
職
員
は
全
国

か
ら
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
な
が
ら
業
務
に
当
た
っ
て
い
る

　
本
年
度
は
、「
介
護
入
門
研
修
」
を
２
回
開
催
す
る
と

と
も
に
、
受
講
者
に
介
護
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
へ
の

参
加
を
促
し
、
介
護
分
野
へ
の
就
職
希
望
者
へ
の
就
労

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
第
１
回
の
研
修
会
が
、
９
月
12
日
に
開
講

し
、
介
護
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
介
護
の
仕
事
未
経
験

の
方
（
定
年
に
よ
り
退
職
を
予
定
し
て
い
る
方
、
子
育

て
が
一
段
落
し
た
方
、
介
護
の
仕
事
を
検
討
し
て
い
る

方
等
）
を
対
象
に
、
３
週
に
わ
た
り
、
３
日
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
際
に
介
護
業
界
で
働
い
て
い
る
方（
岩
手
県
介
護
福

祉
士
会
会
員
）
を
講
師
に
迎
え
、
高
齢
社
会
の
現
状
、

介
護
の
問
題
、
介
護
保
険
制
度
の
概
要
等
の「
介
護
に
関

す
る
基
礎
知
識
」、
介
護
に
お
け
る
体
の
動
か
し
方
、
介

護
予
防
の
重
要
性
等
の
「
介
護
の
基
本
の
ほ
か
」、
認
知

症
や
障
が
い
の
理
解
、
ケ
ア
に
向
か
う
姿
勢
、
介
護
の

理
念
、
人
権
と
尊
厳
の
保
持
、
高
齢
者

の
自
立
支
援
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
な

ど
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
受
講
者
は
、
具
体
的
な
事
例
も
交
え

た
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
人
の

自
己
決
定
を
尊
重
し
思
い
に
寄
り
添
う

こ
と
、
そ
の
人
が
歩
ん
で
き
た
道
の
り

を
理
解
し
高
齢
期
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
な
ど
、
介
護
に
向
か
う
姿
勢
を
学
び

ま
し
た
。

　
演
習
で
は
、
見
え
に
く
い
ゴ
ー
グ
ル

や
聞
こ
え
に
く
い
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着

し
、
手
足
に
重
り
を
つ
け
た
状
態
で
、

視
力
・
聴
力
・
筋
力
の
低
下
に
よ
り
多

く
の
感
覚
が
衰
え
る
高
齢
者
の
状
況
を

体
感
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
日
常
的
な

こ
と
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
、
全
室
個
室
の
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
を
行
っ
て
い
て
、
入
居
者
に
は

第
二
の
我
が
家
と
思
っ
て
生
活
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
、
入
居
者
の
人
生
そ

の
も
の
を
支
え
て
い
く
仕
事
と
い
う
使

命
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　「
浅
岸
和
敬
荘
」
で
は
、
介
護
も

サ
ー
ビ
ス
業
の
一
つ
で
あ
り
、
ス
タ
ッ

フ
は
プ
ロ
意
識
を
も
っ
て
働
い
て
い
る

こ
と
、
様
々
な
業
種
か
ら
の
転
職
者
も

多
く
、
介
護
未
経
験
で
も
心
配
は
な
い

こ
と
、
施
設
は
入
居
者
の
生
活
の
場
で

あ
り
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
応
援
す

る
、
支
え
る
、
お
手
伝
い
す
る
仕
事
で

あ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
貴
重
な
人
生

経
験
を
生
か
せ
る
場
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
施
設
も
、
パ
ー
ト
職
員
は

働
く
曜
日
や
時
間
帯
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、
生
活
に
見
合
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
働

き
方
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
実
際
に
働
い
て
い
る
職
員
の
方
か
ら

は
、「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
で
、
一
人
ひ
と

り
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
支
援
が
で
き

る
」「
経
験
な
し
で
就
職
し
、
働
き
な

が
ら
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
。
母

子
家
庭
で
大
変
な
こ
と
も
あ
る
が
、
働

き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
」「
他
業
種
か
ら
の
転
職
。
年
齢
的

に
一
度
で
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
難
し

い
が
、
エ
ル
ダ
ー
制
が
あ
っ
て
何
度
で

も
教
え
て
く
れ
、
周
り
に
す
ご
く
助
け

ら
れ
て
い
る
」「
パ
ー
ト
と
し
て
平
日

４
日
１
日
５
時
間
で
働
い
て
い
る
。
働

き
方
が
自
分
に
合
っ
て
い
て
、
と
て
も

充
実
し
て
い
る
」
な
ど
、
自
ら
の
経
験

や
仕
事
の
魅
力
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
前

職
の
あ
る
方
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
自
分
も
が
ん
ば
ろ
う
か
な
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
」「
介
護
の
仕
事

が
好
き
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
介
護
業

界
で
働
き
た
い
」「
介
護
の
資
格
が
な

く
と
も
介
護
補
助
や
介
護
助
手
と
し
て

働
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
、
就

労
に
向
け
た
前
向
き
な
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　　
講
座
終
了
後
は
、
受
講
者
の
多
く
が

求
職
登
録
を
行
い
、
今
後
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
員
が
、
就
労
に
向
け
た
個
別
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

行
動
が
難
し
い
こ
と
の
理
解
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
車
イ
ス
や
視
覚
障
が
い

者
へ
の
食
事
介
助
法
の
体
験
、
え
ん
下

障
が
い
の
理
解
と
緊
急
時
の
対
処
法
、

ベ
ッ
ド
と
車
イ
ス
を
使
っ
た
移
乗
・
体

位
変
換
の
講
習
を
受
け
、「
基
本
的
な

介
護
の
方
法
」
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
実
際
に
家
族
の

介
護
を
し
て
お
り
介
護
技
術
の
勉
強
が

役
立
っ
た
」「
受
講
内
容
が
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」「
今
度
は
介
護
職
員
初

任
者
研
修
を
受
講
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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介
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講
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介
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市
内
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。

　
見
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は
な
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／
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て
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ら
、
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、
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員
の
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用
形
態
、
業
務
内
容
、
働
き
方

（
正
規
、
パ
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ト
タ
イ
ム
の
別
、
働
く

曜
日
や
時
間
帯
等
シ
フ
ト
）
の
選
択
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
複
数
班

に
分
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れ
て
施
設
内
を
見
学
し
ま
し

た
。

　「
は
な
み
ず
き
」
は
、
自
分
た
ち
が

欲
し
い
施
設
を
作
ろ
う
と
い
う
住
民
参

加
の
運
動
に
よ
り
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
4
，7
0
0
件
を
超
え
る
寄
付
に

よ
り
作
ら
れ
た
施
設
で
、
職
員
は
全
国

か
ら
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
な
が
ら
業
務
に
当
た
っ
て
い
る

　
本
年
度
は
、「
介
護
入
門
研
修
」
を
２
回
開
催
す
る
と

と
も
に
、
受
講
者
に
介
護
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
へ
の

参
加
を
促
し
、
介
護
分
野
へ
の
就
職
希
望
者
へ
の
就
労

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
第
１
回
の
研
修
会
が
、
９
月
12
日
に
開
講

し
、
介
護
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
介
護
の
仕
事
未
経
験

の
方
（
定
年
に
よ
り
退
職
を
予
定
し
て
い
る
方
、
子
育

て
が
一
段
落
し
た
方
、
介
護
の
仕
事
を
検
討
し
て
い
る

方
等
）
を
対
象
に
、
３
週
に
わ
た
り
、
３
日
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
際
に
介
護
業
界
で
働
い
て
い
る
方（
岩
手
県
介
護
福

祉
士
会
会
員
）
を
講
師
に
迎
え
、
高
齢
社
会
の
現
状
、

介
護
の
問
題
、
介
護
保
険
制
度
の
概
要
等
の「
介
護
に
関

す
る
基
礎
知
識
」、
介
護
に
お
け
る
体
の
動
か
し
方
、
介

護
予
防
の
重
要
性
等
の
「
介
護
の
基
本
の
ほ
か
」、
認
知

症
や
障
が
い
の
理
解
、
ケ
ア
に
向
か
う
姿
勢
、
介
護
の

理
念
、
人
権
と
尊
厳
の
保
持
、
高
齢
者

の
自
立
支
援
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
な

ど
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
受
講
者
は
、
具
体
的
な
事
例
も
交
え

た
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
人
の

自
己
決
定
を
尊
重
し
思
い
に
寄
り
添
う

こ
と
、
そ
の
人
が
歩
ん
で
き
た
道
の
り

を
理
解
し
高
齢
期
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
な
ど
、
介
護
に
向
か
う
姿
勢
を
学
び

ま
し
た
。

　
演
習
で
は
、
見
え
に
く
い
ゴ
ー
グ
ル

や
聞
こ
え
に
く
い
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着

し
、
手
足
に
重
り
を
つ
け
た
状
態
で
、

視
力
・
聴
力
・
筋
力
の
低
下
に
よ
り
多

く
の
感
覚
が
衰
え
る
高
齢
者
の
状
況
を

体
感
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
日
常
的
な

こ
と
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
、
全
室
個
室
の
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
を
行
っ
て
い
て
、
入
居
者
に
は

第
二
の
我
が
家
と
思
っ
て
生
活
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
、
入
居
者
の
人
生
そ

の
も
の
を
支
え
て
い
く
仕
事
と
い
う
使

命
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　「
浅
岸
和
敬
荘
」
で
は
、
介
護
も

サ
ー
ビ
ス
業
の
一
つ
で
あ
り
、
ス
タ
ッ

フ
は
プ
ロ
意
識
を
も
っ
て
働
い
て
い
る

こ
と
、
様
々
な
業
種
か
ら
の
転
職
者
も

多
く
、
介
護
未
経
験
で
も
心
配
は
な
い

こ
と
、
施
設
は
入
居
者
の
生
活
の
場
で

あ
り
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
応
援
す

る
、
支
え
る
、
お
手
伝
い
す
る
仕
事
で

あ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
貴
重
な
人
生

経
験
を
生
か
せ
る
場
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
施
設
も
、
パ
ー
ト
職
員
は

働
く
曜
日
や
時
間
帯
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、
生
活
に
見
合
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
働

き
方
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
実
際
に
働
い
て
い
る
職
員
の
方
か
ら

は
、「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
で
、
一
人
ひ
と

り
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
支
援
が
で
き

る
」「
経
験
な
し
で
就
職
し
、
働
き
な

が
ら
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
。
母

子
家
庭
で
大
変
な
こ
と
も
あ
る
が
、
働

き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
」「
他
業
種
か
ら
の
転
職
。
年
齢
的

に
一
度
で
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
難
し

い
が
、
エ
ル
ダ
ー
制
が
あ
っ
て
何
度
で

も
教
え
て
く
れ
、
周
り
に
す
ご
く
助
け

ら
れ
て
い
る
」「
パ
ー
ト
と
し
て
平
日

４
日
１
日
５
時
間
で
働
い
て
い
る
。
働

き
方
が
自
分
に
合
っ
て
い
て
、
と
て
も

充
実
し
て
い
る
」
な
ど
、
自
ら
の
経
験

や
仕
事
の
魅
力
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
前

職
の
あ
る
方
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
自
分
も
が
ん
ば
ろ
う
か
な
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
」「
介
護
の
仕
事

が
好
き
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
介
護
業

界
で
働
き
た
い
」「
介
護
の
資
格
が
な

く
と
も
介
護
補
助
や
介
護
助
手
と
し
て

働
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
、
就

労
に
向
け
た
前
向
き
な
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　　
講
座
終
了
後
は
、
受
講
者
の
多
く
が

求
職
登
録
を
行
い
、
今
後
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
員
が
、
就
労
に
向
け
た
個
別
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

行
動
が
難
し
い
こ
と
の
理
解
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
車
イ
ス
や
視
覚
障
が
い

者
へ
の
食
事
介
助
法
の
体
験
、
え
ん
下

障
が
い
の
理
解
と
緊
急
時
の
対
処
法
、

ベ
ッ
ド
と
車
イ
ス
を
使
っ
た
移
乗
・
体

位
変
換
の
講
習
を
受
け
、「
基
本
的
な

介
護
の
方
法
」
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
実
際
に
家
族
の

介
護
を
し
て
お
り
介
護
技
術
の
勉
強
が

役
立
っ
た
」「
受
講
内
容
が
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」「
今
度
は
介
護
職
員
初

任
者
研
修
を
受
講
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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